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『
千
載
佳
匂
』

所
収
白
居
易
詩
逸
匂
考

(
下
)

植

木

久

行

• 3774 自U
稿工
に
続
く

秋
露
誰
椙
叡
、
知
玉
佳
人
帯
酒
容
」

)
〔
校
一
抽
出
上
旬
の
「
暁
」
字
、
松
平
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
乙
本
・
花
房
?
金
子
)
本
・
朱
『
委
設
で

い
ず
れ
も
「
娩
い
に
作
る
が
、

w
M
V
M

で
拡
鎌
倉
期
古
一
紗
料
・
内
閣
文
庸
申
本
の
文
字
に
従
う
。
関
字
は
草
書
υ

俸
が
類
叡

陳

iま

し
て
い
る
た
め
、
こ

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

(
H
金
子
)
本
・
朱
『
鑑
識
校
』
・
擦
♂
祝
拾
恥
泣

の
苧
は
、

字
の
形
詑
で
あ
ろ
う
α

C 

あ

か
棺
ひ
似
た
る
、
去
の
州
議
住
人
の

い
っ
た
い
ど
ん
な
入
に

あ
で

似
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
輝
く
よ
う
な
美
し
い
女
性
が
、
酒
に
酔
っ
て
、
ほ
ん
の
り
と
顔
を
紅
く
し
た
、
そ
ん
な
艶
裂
で
あ
ろ
う
か
J

。
〔
語
釈
)
[
木
芙
蓉
)
ア
オ
イ
科
の
落
葉
低
木
、
中
国
原
態
。
木
蓮
・
拒
霜
花
・
地
英
蓉
な
ど
と
も
呼
び
、
水
辺
に
生
え
、
秋
の

あ
か

半
ば
す
ぎ
、
紅
・
淡
紅
・
告
・
黄
色
な
ど
の
花
を
咲
か
せ
る
。
木
英
蓉
の
名
は
、
水
芙
蓉
、
い
わ
ゆ
る
慈
の
誌
に
対
す
る
言
葉
で
あ
る
。

は
ず

明
の
李
時
珍
『
本
草
講
岳
』
巻
初
、
議
木
類
・
木
芙
蓉
の
条
に
い
う
、
「
此
の
花
、
艶
な
る
こ
と
、
持
の
花
の
揺
し
。
故
ζ
芙
蓉
・
木
蓮

P
O
 

の
名
有
h

ソ
。
八
九
月
蛤
め
て
開
く
。
故
に
拒
霧
と
名
づ
く
」
と
。
白
詩
幻
「
木
芙
蓉
の
花
の
下
に
て
客
を
招
い
て
飲
む
」

お
そ

議
、
義
州
で
の
作
)
に
、
「
程
る
る
莫
か
れ
秋
に
酔
ひ
に
伴
ふ
(
酔
眼
を
楽
し
ま
せ
る
)
物
無
き
を
、
水
蓮
の
芝
尽
き
て

「
木
英
蓉
の
花
」

い
疫
明
け
ど
き
、

し=

っ
と
り
潤
う
、

52 

木
蓮
開
く
」
と



ずる

し眠
g間
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と
中
の
好
熱
景

花
未
だ
歌
き

〈
笠
麿
二
年
、
部
歳
、
蘇
州
で
の
倖
)
に
も
、
仲
秋
八
回
月

しミ

の

r千載をを句J所該自居易詩逸句考{下)

と
歌
う
。
ち
な
み
に
厳
論
文
に
指
識
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
木
芙
蓉
は
都
長
安
付
近
で
は
克
か
け
な
い
、

江
流
域
)
持
有
の
花
木
の
一
種
で
あ
っ
た
。
南
宋
の
潜
説
友
吋
威
事
臨
安
志
h

轡
郎
、
物
産
・
木
芙
蓉
の
条
に
い
う
、
「
今
、
〈
杭
州
西
灘
の
〉

蘇
堤
及
び
海
岸
に
多
く
種
は
わ
ノ
、
秋
日
は
霞
鎮
の
如
し
」
と
。
〔
函
〕
鎌
倉
期
古
鈴
本
・
松
平
文
庫
本
な
ど
に
克
え
る
前
「
フ
ク
メ
ル
」

さ
い
さ
ん

に
従
う
。

J
一
一
間
経
』
周
鎖
「
載
憂
い
の
欝
護
に
、
「
融
、
合
色
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ぬ
れ
そ
ぼ
る
、
水
分
を
中
に
包
み
こ
む
意
。
部
門
文

の
「
溜
」
も
、
た
っ
ぷ
り
と
潤
う
、
水
中
に
援
す
意
。

[
秋
露
〕
韓
愈
が
永
貞
元
年
(
八
O
五
)
、
江
援
〈
湖
主
省
荊
州
事
〉
に
赴
く
途
中
で
作
っ
た
「
木
芙
蓉
」
詩
に
は
、
叢
生
す
る
枝
先
に
、

く
れ
な
ゐ

秋
の
冷
た
い
露
に
濡
れ
つ
つ
開
き
は
じ
め
た
木
英
蓉
の
花
を
、
「
新
た
に
開
く
寒
露
の
議
、
遠
く
水
関
(
の
蓮
の
花
)
に
比
べ
て
紅
な
れ
ソ
」

こ
う
れ
ん
た

と
歌
う
。
ま
た
中
庸
の
李
嘉
祐
「
秋
朝
の
木
芙
蓉
」
詩
に
も
、
「
平
明
〈
喪
明
け
)
欝
漉
ち
て
紅
験
垂
一
る
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
着
詩

の
表
現
を
考
え
る
と
き
、
「
秋
藤
」
よ
り
も
「
秋
霧
い
の
ほ
う
が
ま
ざ
る
、
と
判
概
さ
れ
よ
う
。
〔
相
似
〕
椙
は
動
作
の
対
象
が
存
在

(
3〉

す
る
こ
と
を
示
す
接
頭
語
。

1
に
似
る
意
。
〔
如
玉
告
人
〕
玉
の
謹
潤
さ
を
窃
締
と
さ
せ
る
美
女
。
輝
く
よ
う
に
美
し
い
女
性
。
後
漢

か
ん
ば
せ

の
作
者
未
詳
「
舎
詩
十
九
首
い
其
十
二
に
、
「
燕
・
鶏
に
は
佳
人
多
く
、
美
し
き
者
は
顔
玉
の
如
し
」
と
明
瞭
に
表
現
さ
れ
て
以
降
、
「
玉

の
知
し
い
は
「
玉
顔
」
「
玉
容
い
な
ど
の
一
括
と
と
も
に
、
弾
く
ば
か
り
に
美
し
い
女
性
〈
妓
女
を
舎
む
〉
を
描
写
す
る
常
蕊
表
現
の
一

長

「
清
明
の
自
、
妓
の
舞
ひ
を
観
て
:
・
」
(
長
麗
三
年
、

杭
州
で
の
作
)
誌
も
、
「
舞
ひ
(
舞
舗
の
女
性
)
を
馨
れ
ば

な
っ
た
。

顔

玉
の
如
し
」
と
あ
る
。
ま
た
「
住
人
」
の
語
は
、
前
識
の
李
延
年
の
歌
に
、
妹
(
李
夫
人
)
を
「
北
方
に
袋
入
者
号
、
絶
世
に
し
て
猿
立
す
」

一
再
々
(
『
護
響
恥
巻
市
出
下
、
外
戚
伝
〉
と
あ
る
の
が
思
い
起
こ
さ
れ
よ
う
。

あ
か

〔
帯
酒
容
〕
微
醸
を
帯
び
て
紅
ら
む
容
貌
。
「
帯
瀦
」
は
酒
気
を
苦
び
る
、
濯
に
酔
う
意
。
中
農
の
李
郭
「
長
安
少
年
行
十
首
」
其
二
に
、

「
韓
日
尋
花
去
、
春
風
警
酒
帰
い
と
あ
る
。
ま
た
自
詩
に
も
、
一
一
鰐
あ
る
。
「
カ
タ
チ
」
の
訴
は
、
鎌
倉
期
古
紗
本
・
松
平
文
章
本
な
ど
の

ひ
る

・
木
芙
蓉
の
条
記
は
、
「
顎
は
自
く
、
午
に
は
桃
紅
、
晩
に
は
大
紅
(
真
紅
〉
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傍
舗
に
従
う
。

の
園
芸
書
『
宗
群
芳
譜
ゐ
轡
却
、
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に
ま
る
品
種
「
酔
芙
蓉
」
を
記
す
。
こ
れ
は
、
し
だ
い
に
粧
み
を
増
す
花
の
色
を
、
濯
に
酔
う
頭
金
に
見
立
て
た
命
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ

8

ご

あ

で
「
辞
芙
蓉
」
の
語
は
、
す
で
に
自
居
易
の
お
「
犠
江
南
詞
一
一
一
首
」
其
一
一
一
の
な
か
に
、
五
諮
問
一
梓
春
竹
葉
、
呉
経
双
び
舞
ふ
酔
芙
蓉
」

内
ぺ
叫

と
し
て
見
え
る
。
こ
れ
は
開
成
三
年
(
八
一
一
一
八
て
作
者
町
歳
の
と
き
、
東
都
謡
揚
で
か
つ
て
の
在
地
、
蘇
州
や
杭
州
を
な
つ
か
し
ん
で
作

{
4〉

っ
た
詞
で
あ
る
。
こ
の
歌
詞
中
の
英
馨
は
、
従
来
一
般
に
謹
の
花
を
指
す
、
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
告
詩
の
こ
の
逸
匂
を
考
え
る

わ
せ
る
と
き
、
酔
英
蓉
の
芙
蓉
は
蓮
の
花
で
は
な
く
、
木
芙
蓉
の
そ
れ
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
。
並
び
舞
う
蘇
州
英
人
の
あ

か
ん
ば
せ

の
容
」

で
や
か
さ
を
、
朝
露
に
瀧
れ
て
「
語
を
帯
ぷ
る
、

る
、
紅
く
つ
や
や
か
な
本
芙
蓉
の
花
に
な
ぞ
ら
え
た
表
現
で

は
な
い
か
、
と
。
五
代
の
闘
灘

「
虞
美
人
」

〈
吋
花
開
集
』
巻
九
)
の

技
矯
臥
す

の
匂
も
、
美
女
が
酔
臥
す
る

艶
姿
を
、
枝
先
ζ
咲
き
み
ち
る
木
芙
蓉
に
見
立
て
た
表
現
で
お
わ
ソ
、
白
調
の
影
響
も
当
然
考
え
込
れ
よ
う
。

。
〔
構
考
〕
作
成
年
代
未
詳
。
木
芙
蓉
が
生
え
る
地
域
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
杭
耕
・
蘇
州
刺
史
主
任
中
、
伊
者
五
十
代
前
半
の

作
だ
ろ
う
。
た
だ
忠
州
耕
史
在
任
中
に
存
ら
れ
た
可
能
性
も
残
る
が
;
。

-m「杭
州
景
致
」
「
松
風
砕
助
塑
声
急
、
竹
露
一
等
霊
料
水
流
い

-
松
竹
」
所
収
。

。
〔
訓
読
〕

「
杭
州
の
景
致
」
「
松
風
僻
け
て

讃
水
に
添
ひ

ぉ

瀬
声
を
助
け
て
急
な
り
、
有
露
零
ち
て

〔
溜
釈
〕
「
託
料
開
m

い
愚
景
」
「
松
の
雛
々
を
揺
ら
す
患
の
地
闘
が
、
ま
る
で
鱈
か
く
砕
け
散
り
、
ば
ら
ま
か
れ
た
よ
う

う
し
お
お
と

に
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
、
銭
塘
江
の
逆
流
す
る
濃
の
声
を
い
っ
そ
う
激
し
く
響
か
せ
る
。
緑
の
竹

て
流
る
」

た
露
が
次
々
と

し
た
た
り
落
ち
て
、
谷
川
の
水
に
つ
ぎ
足
さ
れ
て
流
れ
て
い
く
J

〔
禁
致
〕
美
し
い

。
(
語
釈
〕

戸

む

こ

う

と
ほ
ぼ
間
態
。
自
詩
的
低
「
周
階
大
夫
の
薪
亭
子

は
じ

伺
れ
の
日
か
創
む
る
、
景
致
一
時
に
新
た
な
り
」
と
あ
る
。

q
J
 

門
松
風
〕
着
代
、
杭
州
の
州
庁
が
置
か
れ
た
膜
愚
山
(
杭
組
問
市
の
南
郊
〉
の
立
に
は
、
松
の
樹
々
が
茂
る
万
松
議
が
あ
っ
た
。
白
詩
釘

致
は
雷
趨
、
あ
り
さ
ま
。
「
景
勝
」

例
議
、
長
安
で
の
作
)
に
、
「
規
模

に
題
す
・
・
・
」



(7) 

杭
(
杭
州
の
郡
名
)
の
形
勝
」
に
い
う
、
「
城
を
払
ふ
松
樹
は
一
千
株
」
と
。
本
詩
は
長
慶
三
年
(
八
二
三
)
の
秋
(
八
月
十
八
日
前
後
)
、
杭

-au-

州
の
州
庁
内
(
の
郡
亭
・
虚
白
堂
)
で
の
作
で
あ
ろ
う
か
。
[
砕
]
ま
る
で
一
つ
の
も
の
が
砕
け
散
っ
て
ば
ら
ま
か
れ
た
よ
う
に
、
あ
ち

nu 

こ
ち
か
ら
響
い
て
く
る
さ
ま
。
白
詩
お
「
新
春
江
次
」
(
長
慶
四
年
、
日
歳
、
杭
州
で
の
作
)
に
、
「
莫
怪
珂
声
砕
、
春
来
五
馬
騎
」
と
あ
り
、

司
〆
旬

こ

定

酔

こ

》
』

佐
久
節
訳
に
「
春
が
来
た
の
で
、
駒
が
勇
み
、
珂
(
馬
の
く
つ
わ
飾
り
の
玉
)
声
が
特
に
耳
立
っ
て
聞
え
る
」
云
々
と
あ
る
。
[
潮
声
]

う
し
お

杭
州
城
の
南
郊
を
東
流
す
る
銭
塘
江
の
そ
れ
。
当
時
、
州
庁
内
か
ら
も
、
そ
の
潮
(
漸
江
潮
・
銭
塘
潮
)
が
よ
く
見
え
た
。
「
潮
声
」
の
語
は
、

F
「
M

白
居
易
が
杭
州
刺
史
に
着
任
す
る
途
中
、
観
潮
で
き
る
喜
び
を
歌
っ
た
詩
お
「
長
慶
二
年
七
月
、
中
書
舎
人
よ
り
、
出
で
て
杭
州
に
守
た

n
u
 

り
・
:
」
に
、
「
己
に
想
ふ
海
門
山
(
銭
塘
江
の
河
口
に
、
門
の
よ
う
に
そ
そ
り
立
っ
た
両
岸
の
山
の
総
称
)
、
潮
声
来
り
て
耳
に
入
る
を
」
と

『
門
司
】

見
え
る
(
引
歳
の
作
)
。
こ
れ
は
、
仲
秋
八
月
十
八
日
前
後
に
起
こ
る
海
水
の
す
さ
ま
じ
い
逆
流
現
象
、
い
わ
ゆ
る
漸
江
潮
・
銭
塘
潮
が
引

き
起
こ
す
、
雷
鳴
の
ご
と
き
大
音
響
を
指
す
。
本
条
の
「
潮
声
」
も
、
平
素
見
ら
れ
る
銭
塘
江
の
川
波
の
響
き
で
は
な
く
、
現
存
詩
に
よ

r千載佳句』所収白居易詩逸句考(下)

れ
ば
、
初
唐
の
宋
之
問
「
霊
隠
寺
」
詩
以
降
、
徐
々
に
詩
材
と
し
て
定
着
し
た
漸
江
潮
の
そ
れ
で
あ
り
、
劉
再
錫
「
浪
淘
沙
調
九
首
」
其

七
に
歌
わ
れ
る
「
溝
声
」
と
同
意
で
あ
ろ
う
。
そ
う
理
解
し
て
こ
そ
、
杭
州
独
自
の
「
景
致
」
と
な
ろ
う
。

。。

[
竹
露
]
竹
の
葉
に
置
く
露
。
白
詩
却
に
は
、
「
竹
露
冷
煩
襟
(
煩
悶
す
る
胸
中
)
、
杉
風
清
病
容
」
(
「
題
楊
穎
土
西
亭
」
元
和
五

t
六
年
、

nu 

長
安
で
の
作
)
の
用
例
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
本
条
と
同
じ
く
露
と
風
が
対
に
な
る
。

[
澗
水
]
松
平
文
庫
本
は
「
タ
ニ
ミ
ヅ
」
の

傍
訓
を
付
す
。
下
旬
は
お
そ
ら
く
、
も
と
海
底
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
山
沿
い
の
地
を
除
い
て
、
塩
か
ら
い
飲
み
水
に
苦
し
ん
だ
、
当
時

の
杭
州
の
状
況
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
周
囲
の
山
々
か
ら
西
湖
(
銭
塘
湖
)
に
流
れ
込
む
渓
流
は
、
地
中
に
埋
め
た
竹
管
を
通
し
て
、
人
々

(
叩
)

の
生
活
用
水
に
利
用
さ
れ
た
。
砕
け
散
る
松
風
の
音
を
加
え
て
、
い
っ
そ
う
激
し
く
鳴
り
響
く
潮
声
、
竹
露
を
た
た
え
た
清
ら
か
な
渓
流

水
、
こ
の
二
つ
こ
そ
、
杭
州
の
景
致
を
作
り
上
げ
る
要
因
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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厳
論
文
は
、
杭
州
刺
史
在
任

一
年
八
ヶ
月
間
の
作
と
見
な
す
。
し
か
し
「
潮
声
」
と
「
竹
露
」
の
語
に
よ
れ
ば
、
本
詩

は
秋
八
月
の
作
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
は
長
慶
二
年
十
月
、
杭
州
に
到
着
し
、
長
慶
四
年
五
月
、
離
任
し
た
。
と
す
れ
ば
、
本
詩
は
、
長
慶

O
[備
考
]



168 

一
年
秋
八
局
、
作
者
臼
歳
の
と
き
の
作
と
な
ろ
う
。

-
前
「
重
揚
自
」
「
茅
屋
老
婆
良
醸
謡
、
東
鑑
黄
菊
任
開
花
」

「
草
木
部
・
菊
濡
」
所
収
。

〔
校
一
語
〕
鎌
倉
期
古
紗
本
・
松
平
文
庫
本
・
内
臨
文
庫
甲
本
・
乙
本
・
金
子
校
定
本
に
は
、
詩
題
中
の
「
毘
」

{
子
に
、
「
イ
克
」
の
注
記
が
あ
る
。
元
は
無
の
略
字
。
こ
れ
は
、
「
日
」
の
字
が
な
い
異
本
の
帯
在
を
指
描
す
る
校
語
で
あ
る
。

ま
か

良
く
酒
を
醸
し
、
東
離
の
黄
菊
は
花
開
く
に
任
す
」

。
〔
前
説
〕

か
や

の
老
妻
は

O
〔
通
釈
〕
「
重
陽
離
の
関
」
「
茅
葺
き
の

か
き
ね

小
さ
な
家
(
草
堂
)
に
住
む
、
わ
が
老
饗
辻
、
輔
の
醸
造

ι優
れ
て
、
〈
そ
の
手
作
り
の
謹
も
飲
み
顎
と
な
り
て
東
の
雛
の
も
と
に
は
、
(
藁
陽

欝
の
詑
で
あ
る
)
黄
色
い
菊
の
花
が
、
自
由
気
ま
ま
に
咲
い
て
い
る
J

「
重
揚
の
自
」

〔
重
陽
〕

か
わ
は
じ
か
み

を
欽
み
、
莱
買
の
紅
い
実
を
つ
け
た
枝
を
髪
に
挿
し
て
、
晩
秋
の

O 

晩
秋
九
月
九

E
の
重
組
問
開
。
こ
の
日
、
小
高
い
と
こ
ろ
に
登
り
人
登
高
〉
、
菊
の
花
び
ら
を
浮
か
べ
た
糖
(
菊
酒
)

く
は
拙
著
『
庸
詩
歳
時
記
』
(
講
談
社
学
鑓
文
雄
)
参
類
。

昌
を
楽
し
ん
だ
。
い
ず
れ
も
辞
惑
や
延
命
の
た
め
と
伝
え
る
。
詳
し

円。

「
草
堂
」
と
ほ
ぼ
同
意
。
自
詩
∞
∞
「
王
処
士
の
郊
居
に
題
す
」
に
い
う
、
「
陽

nv 

げ
ん

に
向
へ
る
(
荷
向
き
の
)
両
一
一
と
。
本
条
の
茅
壁
は
、
お
そ
ら
く
元
和
十
ニ
年
(
八
一
七
)
晩
春
三
月
に
落
成
し
た
、
一
一
一
間
両

ま

ぐ

ち

暗

号

(

け

〉

柱
の
関
口
、
奥
行
き
五
間
三
室
・
回
腸
)
の
、
臆
出
の
草
堂
を
指
そ
う
。
落
或
当
時
、
存
者
は
伺
裁
で
あ
る
。
〔
漉
〕
自
家
製
の
酒

か
う
ん

「
家
離
」
。
自
岩
易
は
下
部
調
味
の
清
村
に
退
去
し
た
と
き
、
す
で
に
家
離
を
造
る
(
元
和
八
年
、
m
M

農
の
特
に
成
る
「
致
問
薯
髄
詩
十
六
首
」
其

ム
ハ
・
其
八
参
殿
)
。
や
が
て
摘
み
取
る
菊
の
花
を
、
こ
の
謂
に
ほ
げ
か
べ
て
飲
み
、
延
命
長
寿
を
折
る
の
で
あ
る
。
白
詩
的
「
〈
鶴
)
夢
樽
と
語

き

を
詰
詰
ひ
て
関
飲
し
、
立
つ
後
期
を
約
す
い
(
開
成
三
年
、
町
議
、
浩
欝
で
の
作
〉
に
い
う
、
「
更
に
菊
糞
に
家
罷
熟
す
る
を
待
ち
て
、
君

と
共
に
一
た
び
酔
ひ
て
一
た
び
陶
然
た
ち
ん
」
と
。
〔
東
難
黄
菊
〕
海
淵
明
の
「
飲
酒
二
十
首
」
其
五
の
、
よ
却
を
栄
る
東
鐘
の

〈

M
M
)

下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。
龍
逸
詩
人
間
淵
明
の
故
郷
は
、
間
じ
江
州
の
地
(
腫
出
の
北
部
)
に
あ
っ
た
の
で
、

わ
が
家
の
菊
を
陶
器
明
の
そ
れ
に
見
立
て
て
、
高
逸
・
劉
雅
の
雰
翻
然
に
ひ
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
厨
易
は
、

の
成
る
一
年
前
の



元
和
十
一
年
、
陶
淵
明
の
旧
宅
を
訪
ね
て
い
る
。

。
〔
備
考
〕

本
詩
誌
、
撞
山
の
草
堂
が
落
成
し
た
元
和
十
二
年
(
八
一
七
)
か
、
翌
年
の
重
陽
節
の
作
で
は
な
か
ろ
う
か
(
元
和
十
一
一
一

年
十
二
月
、
忠
耕
魁
史
と
な
り
、
翌
春
、
江
州
を
離
れ
る
〉
。
と
す
れ
ば
、
作
者
必

1
訂
歳
、
江
州
司
馬
在
在
時
の
咋
と
な
る
。

-m「重
陽
臼
」
「
敬
事
山
外
人
帰
晴
雄
、
峡
召
礎
調
理
水
去
一
斜
」

「
尉
離
部
'
送
船
」
所
収
。
。
〔
校
一
抽
出
前
条
と
同
じ
詩
題
で
あ
る
が
、
本
条
の
場
合
、

る
注
記
は
な
い
。
。
{
副
読
〕
「
重
揚
の
呂
」
「
敬
亭
出
外
人
婦
る
こ
と
速
く
、
峡
石
渓
辺

「
重
陽
節
の
日
」
「
宣
州
敬
亭
山
の
か
な
た
へ
、
旅
立
つ
入
は
は
る
ば
る
と
帰
り
ゆ
き
、
こ
こ
挟
石
渓
の
あ
た
り
、
谷
川
が
激
し
く
ほ
と

{
予
を
欠
く
異
本
の
脊
雀
を
指
描
す

水
去
る
こ
と
斜
め
な
一
切
」

。
〔
通
釈
〕

ば
し
り
つ
つ
流
れ
ゆ
く
。
」

『千載桂匂」所i訳出題易詩逸匂考(下)

〔
敬
亭
山
〕
官
一
州
(
安
徴
省
官
一
州
市
〉
の
西
北
郊
外
約
五
キ
ロ
に
あ
る
山
の
名
。
甫
斉
の
謝
挑
、
盛
農
の
李
由
以
来
の
詩
掛
。

円。

詳
し
く
は
松
謹
友
久
離
コ
課
詩
の
事
典
』
五
一
二
頁
以
下
参
照
。
自
誇
川
町
「
由
民
苅
の
媛
大
夫
(
亀
従
)
閣
老
、
忽
ち
近
詩
数
十
曹
を
以
て

さ
か
づ
き

示
さ
れ
:
じ
の
な
か
に
、
「
再
び
置
城
〈
宣
城
郡
太
守
欝
跳
〉
の
章
句
動
く
を
輩
出
び
、
鱒
を
飛
ば
し
て
遥
か
に
費
す
敬
亭
山
い
と
あ
る
。

〔
挟
石
渓
〕
未
詳
。
朱
『
議
校
』
も
閤
有
名
詞
と
見
な
す
が
、
襲
、
詑
を
欠
く
。
こ
の
峡
石
渓
は
、
挟
お
渓
の
影
説
か
。
挟
石
渓
の
誤
ち

で
‘
あ
る
と
す
れ
ば
、
説
州
塩
{
島
県
(
杭
州
市
の
東
北
、
今
の
海
寧
市
訣
お
鎮
付
近
〉
の
谷
川
と
な
ろ
う
。
清
初
の
顧
撞
謁
戸
読
史
方
興
組
要
』

に
紫
徴
山
と
名
づ
く
。
の
並
び
て
持
つ
者
を
賛
山
と
日
ふ
。
南
山
相
ひ

。
{
語
釈
〕

轡
九
十
、
杭
州
府
堪
宮
県
の
条
に
、
「
閣
黙
の
東
北
六
十
塁
。

う
ち

爽
み
、
中
河
涜
を
通
じ
、
挟
石
謝
と
臼
ふ
。
唐
の
自
居
易
、
嘗
て
此
に
登
る
。
罰
り
て
其
の
官
(
白
露
易
は
長
慶
二
年
、
中
審
舎
人
〔
M
H

紫

(
M円
〉

徴
金
人
〕
か
ら
杭
州
刺
史
と
な
っ
た
〉
を
以
て
之
に
名
づ
く
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
麿
の
白
居
易
、
嘗
て
比
に
変
り
て
、
訣
石
謝
を
望
ん
」
〈
吋
大

統
志
』
巻
持
、
坑
州
府
紫
微
山
の
条
)
だ
と
き
の
作
と
さ
れ
る
も
の
が
、
陳
『
競
拾
』
巻
却
に
収
め
る
「
西
山
に
登
り
て
挟
石
謝
を
望
む
」

ひ

ま

き

た

地

解

り

て

官

関

に

し

て

貯

ん

で

独

り

来

る

」

と

あ

る

。

こ

の

「

酉

/69 

明詩
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
詩
に
は
、
「
居
良

哲
に
事
無
く
、
太
守
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山
に
登
り
て
:
4

の
詩
が
、
自
居
易
自
身
の
作
で
あ
る
こ
と
が
撞
定
で
き
れ
ば
、
本
条
の
形
設
説
は
、
援
要
な
論
拠
を
も
つ
こ
と
に
な
ろ

う
。
南
宋
の
潜
説
友
ヱ
凧
淳
臨
安
志
』
〈
大
党
書
局
刊
明
宋
光
地
方
窓
叢
書
』
所
収
の
、
清
・
遊
光
十
一
年
在
氏
羽
山
本
〉
巻
幻
、
紫
徴
山
の
条
に
も
、

挟
石
議
を
峡
石
海
に
誤
っ
て
い
る
。

。
[
構
考
〕

そ
れ
ぞ

(
二
七
四
一
良
)
は
、
は
ぽ
こ
う
指
摘
す
る
1
l
i
二
種
の
「
重
陽
告
い
の
逸
匂
は
、
『
千
載
佳
匂
』
で
は
、

れ
菊
諮
と
送
却
の
条
と
に
分
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
「
在
氏
行
」
や
「
新
艶
」
の
逸
句
と
開
じ
く

て
問
題
の
下
に
連
ね
る
こ
と
に
す
る
、
と
。
こ
の
う
ち
、

の
句
と
見
な
し

種
の
「
任
氏
怨
歌
行
」
は
、
吋
千
載
告
匂
恥
の
な
か
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
美
女

と
遊
猟
の
条
に
分
収
さ
れ
て
い
る
が
、
間
一
作
品
中
の
逸
匂
で
あ
る
、
と
輯
類
さ
れ
る
(
前
一
稿
参
照
〉
。
龍
方
、
「
新
艶
い
の
場
舎
は
、
逸

と
「
建
一
暢
日
」
の
二
種
が
、

匂
の
下
に
記
さ
れ
る
注
記
に
よ
っ
て
、
同
一
作
品
中
の
逸
旬
と
な
る
。
し
か
し
ぷ
盟
陽

E
」〈

間
一
作
品
中
の
逸
句
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
論
拠
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
現
害
の
コ
ナ
載
佳
句
h

に
見
え
る
詩
題
液
記
は
、

「
一
定
し
た
理
念
の
も
と
に
抽
出
表
記
し
た
も
の
で
な
」
く
、
か
な
れ
ソ
恐
意
的
、
か
つ
杜
撰
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
金
子
本
五
五

O
一
良
〉
。
之
本

態
詩
』
に
お
い
て
は
、
」
農
相
陽
」
と
い
う
詩
題
は
あ
る
が
、
「
重
陽
日
い
と
な
っ
た
場
合
、
た
と
え
ば
島
一
帯
再
「
鑑
一
瞬
日
酬
挙
態
」
の
よ
う

に
、
あ
と
に
言
葉
が
続
く
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
の
態
味
で
も
「
昌
」
の
異
文
の
有
無
は
重
要
な
の
で
あ
る
。

陳
『
続
拾
恥
も
、
本
条
と
前
条
を
、
同
一
の
詩
「
震
一
陽
の

E
」
中
の
逸
句
と
し
て
提
え
、
「
敬
亭
山
外
人
帰
還
、
峡
若
渓
遁
水
去
斜
。

茅
麗
老
饗
良
醸
酒
、
東
龍
黄
欝
託
開
在
」
と
し
て
収
め
る
。
こ
れ
は
、
①
韻
字
「
斜
い
と
「
花
」
が
間
一
の
下
平
声
琳
韻
に
麗
す
る
こ
と
、

お
よ
び
争
韻
律
〈
結
法
〉
を
考
慮
し
て
、
各
二
旬
の
詰
後
を
定
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

作

で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
両
者
は
①
詩
題
の

「
茅
麗
・
:
」
の
句
は
江
州
司
思
在
任
中
の
作
、

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
同
一

一
首
中
に
葬
列
す
る
最
初
の
試
み
で
あ
る
が
、
に

字
に
関
す
る
異
文
の
有
無
に
興
関
が
あ
る
、
ま
た
@
現
時
点
で
は
、

わ
か

の
匂
は
杭
州
制
約
史
在
任
中
の
作
、
と
考
え
る
の
が
最
も
務
当
の
よ
う
に
判
断
さ

の
逸
旬
で
あ
る
と
い
う
確
証
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
や
は
り
刻
韓
の
詩
と
見
な
し
て
扱
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
「
峡
石
渓
」
が
護
山
山
中
に
あ
る
耳
能
性
も
皆
無
と
は
一
世
間
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
:
。



-m「春
興
」
「
惣
随
一
沼
蜜
諮
問
散
、
夜
与
一
琴
憎
月
下
期
」

「
骨
骨
一
一
器
部
・
琴
酒
」
所
収
。
。
〔
校
一
諦
〕
朱
『
議
校
』
は
、
「
花
開
」
を
「
花
開
い

ι作
る
が
、
こ
れ
は
単
純
な
誤
撞
。

き

ょ

う

く

れ

輿
」
「
晩
に
は
漉
客
に
随
っ
て
花
開
に
散
じ
、
夜
に
は
琴
犠
と
月
下
に
期
す
」

。
〔
都
議
〕
「
春

〔
通
釈
〕
「
春
の
巨
の
楽
し
み
」
「
夕
暮
れ
ど
き
、
酒
飲

み
仲
間
の
後
に
つ
い
て
(
今
ま
で
酒
宴
を
酷
い
て
い
た
、
咲
き
乱
れ
る
〉
花
木
の
ほ
と
り
を
立
ち
去
り
、
夜
に
は
琴
を
奏
で
る
湖
周
流
な
組
問
侶
と
(
お

ぼ
ろ
に
か
す
む
)
月
明
か
り
の
も
と
で
器
ち
合
っ
て
遊
ぶ
の
だ
J

f千載佳句』所収自諸諸詩逸匂考{下)

{
春
輿
〕
巷
の
季
節
が
も
た
ら
す
楽
し
み
ゃ
感
興
。
の
お
も
し
ろ
さ
。
白
詩
に
は
「
秋
興
」
の
語
を
二
割
用
い
る
が
、

輿
」
の
一
諮
問
拡
見
え
な
い
。
た
だ
翼
知
章
・
武
先
衡
・
斉
己
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
春
興
」
詩
が
一
首
ず
つ
詰
わ
る
。
〔
漕
客
〕
酒
欽
み
仲
間
。

と

も

っ

と

ひ

ら

白
詩
「
諸
客
と
障
に
酒
を
携
へ
て
、
早
に
桜
桃
花
を
看
る
」
(
長
慶
四
年
、
日
議
、
杭
州
で
の
作
〉
に
、
「
暁
に
桜
桃
の
発
く
を
報
ず
れ
ば
、

よ
ぎ

F

ひ

と

も

春
酒
客
を
携
へ
て
過
る
」
と
い
う
。
〔
琴
情
〕
白
詩
郡
「
穀
協
穣
に
寄
す
」
に
見
え
る
「
琴
詩
舗
の
伴
」
の
類
で
為
ろ
う
が
、
「
琴
錆
」

の
語
は
、
こ
の
逸
旬
の
み
で
あ
る
。
張
籍
の
詩
に
は
、
二
例
見
え
る
。
〔
嬬
〕
場
所
と
時
間
を
決
め
て
会
う
約
束
を
す
る
。

。
〔
語
釈
〕

。
〔
備
考
〕
作
成
年
代
未
詳
。
晩
年
、
東
都
洛
陽
に
住
ん
だ
約
二
十
年
障
の
作
で
あ
ろ
う
。

lアl

-m「新
艶
」
「
繋
髪
独
挿
錨
蟻
難
、
雪
空
襲
…
雄
前
理
響
」

「
要
事
部
・
事
」
の
脚
注
に
、
「
新
艶
の
発
匂
(
樟
詩
の
蓄
聯
〉
に
一
五
ふ
」
と
し
て
見
え
る
。

O
〔
校
語
〕
「
雲
監
軍
」
の
字
、
花
一
房

(
H
金
子
)

本
・
的
関
文
輝
乙
本
・
朱
『
築
校
で
瞭
『
統
詰
ら
は
、
い
ず
れ
も
「
雲
理
」
に
作
る
が
、
環
は
問
畜
の
「
叢
い
の
誤
り
。
こ
こ
で
は
、
鎌

倉
期
古
診
本
・
松
平
文
麿
本
・
内
臨
文
庫
平
本
に
従
う
。
ま
た
挿
の
字
、
諸
本
は
「
挿
い
に
作
る
が
、
こ
れ
は
挿
字
の
く
ず
し
字
で
あ
ろ
う
。

朱
吋
護
校
』
が
「
揺
」
字
に
作
る
の
に
従
う
。
「
錨
」
字
、
松
平
文
庫
本
・
内
閣
文
産
乙
本
・
花
房
(
時
金
子
)
本
・
朱
吋
議
校
門
陳
『
統
捨
h

は、

い
ず
れ
も
「
縮
」
に
体
げ
る
が
、
こ
こ
で
は
鎌
倉
期
古
紗
本
・
内
閣
文
庫
甲
本
に
従
う
。
お
そ
ら
く
「
紹
」
字
は
「
錨
」
の
形
詑
で
あ
ろ
う
。



諸
本
は
「
柔
」
に
作
る
が
、
朱
『
築
校
恥
の
み
は
、
文
原
上
か
ら
探
(
な
で
る
、
円
以
ね
る
〉
字
に
改
め
て
い
る
。
「
軽
柔
」

と
い
う
言
葉
自
体
は
・
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
手
と
挙
と
の
関
わ
り
が
不
明
醸
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
し
ば
ら
く
朱
吋
築
校
』
の
意
改
に
従

う

ん

か

ん

で

ん

せ

い

て

い

な

た

い

ま

い

う
。
「
新
艶
」
「
繋
鍾
に
独
れ
ソ
揮
す
掘
組
織
離
、
雪
手
も
て
軽
く
援
づ
煎
璃
の
議
場
」

O
〔
通
釈
]
「
う
い
う
い
し
く
、
為

こ

が

ね

と

ん

ぼ

一
か
で
美
し
い
黒
髪
に
は
、
た
だ
黄
金
の
鯖
挺
蹄
り
の
か
ん
が
し
だ
け
が
挿
さ
れ
、

ひ

み
ご
と
な
箸
{
の
絃
〉
を
軽
や
か
に
な
で
て
弾
く
」

fア2

軽
撲
の

で
や
か
な
娘
」

O 

O 

の
よ
う
に
真
つ

の
施
さ
れ
た
、

〔
新
艶
〕
清
新
さ
を
た
た
え
た
、
艶
藤
な
女
性
。
元
和
九
年
(
八

新
艶
に
溜
ひ
、
欝
亭

四
)
に
成
る
冗
糊
織
の
「
主
協
律
の

杭
・
越
に
遊
ぶ
を

送
る
十
韻
」
詩
に
、
「
涜
渚
(
密
議
ゆ
か
り
の
涜
紗
援
)

{
市
)

麓
な
さ
ま
に
も
患
い
ら
れ
る
。

〔
発
句
)
律
詩
の
首
聯
を
指
す
。

旧
題
を
識
る
」
と
あ
る
。
新
艶
の
語
は
、
花

い
わ
ゆ
る
首
聯
・
額
聯
・
頚
瀞
・
尾
聯
を
、
そ
れ
ぞ
れ
発
句
・
胸
匂
・ 艶

接
匂
・
落
匂
と
呼
ぶ
場
合
の
呼
称
。
吋
作
文
大
体
』

女
性
の
、
黒
々
と
し
て
豊
か
な
美
し

詩
法
に
も
見
え
る
。

撃
は
本
来
、
髪
の
喝
を
結
っ
て
輸
の
形
に
し
た
わ
げ
を
意
味
し
、
当
時
の
、
湧
き
揺
こ

の
よ
う
に
高
く
大
き
く
結
い
上
、
げ
た
髪
型
を
識
す
。
ま
た
単
に
髪
の
意
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
杜
甫
「
丹
夜
」

う
る
滋

雲
髪
、
護
ひ
、

の

類

語

。

(

大

和

七

年

、
(η) 

彊
薫
と
し
て
縁
な
れ
ソ
」
と
歌
う
。
〔
錨
錆
挺
〕
蛸
艇
は
ト
ン
ボ
。
こ
こ
で
は
釧
(
金
・
銀
・
玉

-
m
m

う

た

さ

い

な
ど
を
ち
り
ば
め
、
は
め
こ
む
意
〉
の
細
工
を
施
し
た
、
ト
ン
ボ
形
の
か
ん
ぎ
し
を
揺
す
。
晩
震
の
温
殿
筒
「
夜
宴
の
謡
」
に
も
、
「
長
銀

お

{

市

川

〉

LP
げ

襲

よ

り

撃

つ

双

蛸

挺

」

と

見

え

る

。

の

「

警

に

挿

す

は

の

オ

シ

ド

ワ

鱒

り

の

か

ん

ざ

し

で

あ

ろ

う

。

参
照
。
「
発
句
」

厳
葛

" 遺雪
';z:茸

五
皆
寒
か
ら
ん
」
の
用
制
約
が
有
名
。

「
香
霧

落
語
で
の
作
)
に
は
、
等
4

む甲
は
、
半
透
明

ぷ
一
官
邸
普

白
詩
「
寧
い
に
は
、
事
を
奏
で
る
女
性
の
白
い
手
を
、

玉
鴛
驚
」
は
、

し
申
ん
そ
う
は

春
葱
を
剥
ぐ
(
表
皮
を
剥
い
だ
春
の
ネ
ギ
の
よ
う
に
自
い
ご
と
詠

こ
弓
d
h
v

関
溝
に
産
す
る
議
の
一
種
。
そ
の
甲
、
い
わ
ゆ
る
篭

撃
の
絃
を
左
右
に
な
明
、
ひ
ね
る
指
の
動
作
を
表
す
か
。

で
黒
い
斑
点
が
る
り
、
種
々
の
物
の
毅
鱒
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
元
識
の
之
元
和
)

シ
ョ
ウ
(
呉
畜
)
。
狩
谷
被
議
司
謹
注
接
名
類

に
も
、
「
煎
環
の
響
」
が
晃
え
る
。

替
の
一
種
。

ソ
ウ
(
漢
音
)
、



粟
抄
』
容
六
、
音
楽
具
・
挙
の
考
誌
に
い
う
、
「
事
は
本
と
五
絃
。
貌
晋
以
後
、
増
し
て
十
二
絃
と
為
り
、
糟
麗
に
歪
り
て
、
又
た
増
し

て
十
一
一
一
絃
と
為
る
な
り
」
と
。

。
〔
備
考
〕
作
成
年
代
未
詳
。
ト
ン
ボ
締
り
の
か
ん
ざ
し
を
詠
ん
だ
詩
句
と
し
て
培
、
現
脊
最
古
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

-
一
一
「
新
艶
」
「
飛
躍

「

宴

喜

部

・

挙

」

所

淑

。

前

条

と

何

一

作

品

中

の

逸

句

。

玉

柱

に

挑

け

ば

、

お
う
お
う

こ
と
嘆
嘆
た
り
」

O
〔
通
釈
〕
「
う
い
う
い
し
く
、
あ
で
や
か
な
娘
」
「
天
空
を
飛
ぶ
騒
の
群
れ
の
よ
う
に
並
ん
だ
琴
柱
の
う
え
に
張
ら

つ

め

れ
た
十
三
本
の
絃
。
そ
れ
を
〈
指
先
に
は
め
た
鰻
申
で
下
か
ち
上
へ
と
)
か
き
あ
げ
れ
ば
、
ま
る
で
驚
が
ま
ろ
や
か
に
鳴
き
交
わ
す
よ
う
に
響

行
挑
玉
柱
、
十
一
一
一
絃
上
語
唆
嘆
い

。
〔
制
裁
〕

「
新
艶
」
「
飛
羅
一
行

語
る

一
絃
上

き
わ
た
る
」

r千載盤モ芸品所収白麗務詩漕匂考(下)

が
有
名
。
こ
こ
も
二
行
飛
躍
」

と
す
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
平
広
の
関
採
で
上
下
を
逆
に
し
た
も
の
。
こ
の
二
列
の
飛
雁
」
と
辻
、
斜
め
に
点
々
と
置
か
れ
た
琴
柱
(
翠
・

も
の

等
の
鯛
上
に
立
て
て
、
絃
を
強
く
張
っ
た
り
、
苦
の
高
穏
を
調
え
る
た
め
の
具
)
を
、
列
を
作
っ
て
飛
ぶ
臓
の
群
れ
「
雁
行
い
に
見
立
て
た
描
容
。

。
〔
語
釈
〕
〔
飛
雁

列
。
社
甫
「
絶
句
四
首
」
其
一
一
一
の
「

行
詰

行
の
自
鷺

〔
挑
〕
は
ね
る
。
は
じ
く
。
金
子
本
は
「
玉
註
を
挑
げ
」
と
封
み
、
鎌
倉
期
古
紗
本
・
松
平
文
意
本
等
は
「
イ
ト
ム
」
の
傍
舗
を
付
す
が
、

つ

め

こ
こ
で
は
挙
の
漬
奏
技
法
の
一
つ
、
絃
を
指
先
に
は
め
た
銀
阜
で
、
下
か
ら
上
へ
か
き
あ
げ
、
は
ね
る
動
作
を
指
す
。
自
詩
飢
「
琵
琵
の

A
H
V
 

お

さ

ゆ

る

ひ

ね

っ

ま

は

じ

こ

と

じ

引
」
に
は
、
そ
の
演
奏
技
法
を
、
「
軽
く
捷
ヘ
横
く
燃
り
抹
み
復
た
挑
く
」
と
表
現
す
る
。
〔
五
控
〕
白
玉
製
の
琴
柱
。
単
な
る
美
称

と
考
え
て
も
よ
い
。

「
響
」
に
「
柱
触
れ
て

玉
玲
議
た
り
い
と
あ
る
。
〔
語
喫
哩
〕
可
制
間
経
』
小
雅
「
伐
木
」
に
見
え
る
「
鳥
鳴

く
こ
と
酬
明
噴
た
れ
ソ
」
を
錆
ま
加
え
た
表
現
。
「
棲
嘆
い
は
、
鳥
が
鳴
き
交
わ
す
声
。
和
や
か
に
鳴
く
声
。
賄
戟
・
梁
の
呉
均
「
興
朱
元
思
書
」
に
、
「
好

鳥
相
鳴
、
嘆
嘆
成
韻
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の
島
は
、
続
く
「
醐
谷
よ
り
出
で
て
、
露
木
に
選
る
」
の
句
に
よ
っ
て
、
麿
代
、
春
告
げ
鳥
「
鴛
」

173 

を
指
す
、
と
考
え
ら
れ
た
。
吋
白
氏
六
鈷
車
場
類
集
』
巻
辺
、
驚
の
条

ι
「
出
自
翻
谷
、
選
子
喬
木
」
の
詩
句
を
引
く
。
な
お
前
掲
の
自
詩
「
事
」



174 

の
な
か
に
は
、
壌
の
凄
苦
・
甘
美
、

の
音
色
を
、

路
市
き
て
月
を
嫌
ひ
、
鷺
嬢
び

語
ち
て
嵐
に
説
詰
る
(
あ
ま
え
る
ご

と
歌
う
。

O 

陳
『
続
拾
」
は
、
間
一
詩
「
新
艶
」
中
に
属
す
る
前
条
と
本
条
を
、
前
条
に
本
条
を
鑑
接
続
け
る
形
で
収
め
る
。
前
条
は

律
詩
の
発
句
(
商
聯
〉
で
あ
る
が
、
本
条
は
対
句
で
な
い

で
あ
る
た
め
、

(
落
句
)
で
る
る
可
能
性
が
高
い
。
無
雑
作
に
逸

句
を
続
け
て
無
用
の
誤
解
を
詔
く
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

-
花
「
同
夢
得
醇
後
戯
鱈
」
「
唯
欠
輿
君
関
税
令
、

一
時
封
作
醇
郷
後
」

酔
」
所
攻
。

。
〔
校
語
]

花
一
鹿
本
は
「
鮫
」
の
字
に
作
る
。
こ
れ
は
、
競
愈
期
古
紗
本
・
松
平
文
磨
本
・
金

字
の
弐
用
と
判
顕
し
て
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
欠
自
体
に
不
足
す
る
、
欠
け
る

「
寒
食
覆
い
に
、
「
忽
器
時
節
驚
年

椀
を
あ
げ
れ
ば
、

子
校
定
本
等
に
作
る
「
欠
」
を
、

あ
る
の
で
、

の
ま
ま
に
し
て
お
く
べ
き
で
る
ろ
う
。

幾
、
四
十
如
今
欠
一
年
」
と
あ
る
。
朱
♂
蓮
校
』
の

夜
一
毘
本
に
そ
の
ま
ま
従
っ
た
も
の
。
ま
た
諌
『
続
拾
ら
の
み
、
「
制
令
」

の
令
字
に
対
し
て
、
「

「
夢
得
の
苛
酔
後

戯
れ
に
贈
る
ら

「
唾
、
だ
欠
け
た
り

に
命
に
作
る
い
と
注
記
す
る
。

O

君

と

制

令

を

同

じ

う

し

、

一

時

に

封

ぜ

ら

れ

て

酔

郷

倹

と

作

る

を

」

唱

和

す

る

」

つ
だ
け
欠
け
て
い
る
。
君
と
間
じ
辞
令
書
を
も
ら
っ
て
、
同
時
ζ

そ
ろ
っ
て
静
郷
菌
の
大
名
に
封
ぜ
ら
れ
る
こ
と
だ
け
が
い

。
〔
通
釈
〕
「
劉
夢
得
の
吋
酔
後

戯
れ
に
贈
る
h

一
，
E

令
F

m

畑
中
J

争
J

の
意
。
棺
手
の
持
に
唱
和
す
る
。

に
成
る
謝
眺
「
男
謝
諮
議
選
制
議
台
詩
』
」
が
、

。
〔
語
釈
]
[
間
〕

「
同
ず
」
は
、
南
朝
期
に
絵
ま
る
。
高
斉
の
延
興
元
年
(
四
九
回
〉

の
用
例
ち
し
い
。
唱
和
り
重
点
は
、

で
感
じ
た
興
趣
を
自
由
自

在
に
表
現
す
る
点
に
あ
り
、
通
常
利
韻
は
行
わ
れ
な
い
。
鵡
以
武
『
唱
和
詩
研
究
恥
〈
甘
粛
文
也
出
版
社
、

詩
山
「
問
夢
得
『
寄
賀
東
額
二
楊
尚
書
』
」
(
開
成
一
一
年
、
防
歳
、
格
露
で
の
作
〉
も
、
こ
う
し
た

を
失
っ
た
自
溜
易
貌
年
の
、
親
し
い
「
詩
友
」
製
高
錫
の
字
。

九
九
七
年
)
第
十
輩
参
顛
。
自

例
で
あ
る
。

(
八
三

年
投
〉

人
が
墨
ん
に
唱
和
し
た
誇
は
、
最
終
的
に
『
劉
自
唱
和
議
恥
五
巻
と
な



明

。
ス￥

〔
制
令
〕
窓
穣
の
人
事
異
動
の
繋
に
、
中
書
舎
人
も
し
く
は
知
髄
誌
に
よ
っ
て
語
草
さ
れ

「
剰
語
」

の
類
で
あ

ろ
う
。
た
だ
こ
う
し
た
用
併
は
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
。
異
文
の
「
制
命
」
も
、

(
酔
郷
侯
〕
酔
郷
は
酔
客
の
別
天
地
、
酒
飲
み

〔
一
時
〕

そ
ろ
っ
て
、

の
意
。
心
地
よ
く
酔
っ
て
意
識
も
お
ぼ
ろ
に
な
れ
ソ
、
俗
世
の
こ
と
な
ど

す
っ
か
り
忠
れ
果
て
た
、
諜
い
酪
蔀
感
の
も
た
ち
す
境
地
を
、
架
空
の
別
天
地
に
克
立

斉
に
。

初
震
の
王
績
「
辞
郷
記
」
に
は
、
「
酔

は
で

の
土
は
瞭
然
と
し
て
涯
無
く
、
丘
稜
・
阪
検
〈
険
し

fニ子載住匂」所収白居易詩逸句考(下)

の
郷
(
酔
之
鐸
〉
、
中
国
を
去
る
こ
と
、
其
の
幾
千
里
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

み
ち

い
阪
〉
無
し
。
其
の
気
は
和
平
に
し
て
撲
を
一
に
し
、
附
明
・
寒
暑
無
し
0

・
:
院
揺
宗
(
籍
了
幣
淵
明
等
十
数
人
、
設
び
に
酔
郷
に
遊

っ
ち

ん
で
、
身
を
投
す
る
ま
で
返
ち
ず
、
死
し
て
其
の
壌
に
葬
ら
る
。
中
国
は
以
て
酒
仙
と
為
す
と
去
ふ
」
と
あ
る
。
白
詩
却
「
峯
賓
客
鵜
叔

お
も
む

十
二
丹
四
日
記
寄
せ
ら
れ
し
に
答
ふ
」
(
大
和
六
年
、
引
歳
、
落
霧
で
の
作
〉
に
、
「
早
晩
か
相
ひ
従
ひ
て
酔
舞
に
帰
か
ん
、
酔
郷

い

と

ま

し

ば

し

「
洛
中
に
分
可
し
て
骸
多
し
。
数
ば
諸
客
と
宴
遊
し
て
、
辞
後
狂
吟
し
:
・
」
〈
関

と
為
ち
、
家
を
移
し
て
酔
震
に
住
せ
ん
」
と
詠
む
。
「
作
・
:
役
」
は
封

の

多
地
〈
長
い
距
離
)
無
し
」
と
あ
り
、
問

或
二
年
、
は
w
議
、
格
陽
で
の
倖
)
に
、
「
業
を
改
め
て
遁
客

誌
を
去
る
こ
と

侯
〈
領
地
を
与
え
ら
れ
て
諸
設
に
封
ぜ
ら
れ
る
こ
と
〉

O
〔
錆
考
〕
本
条
は
、
詩
震
や
詩
句
の
表
現
か
ら
麓
瀕
す
れ
ば
、
劉
百
円
錫
が
開
成
元
年
(
八
三
六
)
の
秋
、
岳
居
易
の
住
む
東
都
港
揚

の
分
一
一
時
と
な
っ
て
、
二
人

篇
か
、
そ
れ
か

(
お
)

ち
漏
れ
た
作
品
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
格
中
集
』
は
開
成
二
年
の
夏
以
棒
、
会
昌
元
年
〈
八
四
一
)
ま
で
の
作
品
を
寂
め
て
い
る
(
翻
掲
錫

a
h
d
 

誌
会
昌
二
年
七
丹
没
)
。
二
人
は
同
年
齢
な
の
で
、
前
歳
か
ち
河
歳
に
制
約
る
最
晩
年
の
唱
和
と
な
ろ
う
か
。
前
掲
の
自
詩
却
に
唱
記
し
た
劉

鴎
組
織
「
楽
天
の
『
酔
後
の
狂
吟
十
韻
』
に
酬
ゆ
い
(
露
注
「
来
輩
に
吋
家
を
移
し
て
酔
郷
に
住
せ
ん
恥
の
句
有
り
い
、
間
じ
開
成
二
年
、
前
歳
の
作
〉

に
は
、
「
酔
郷
に
向
か
ひ
て
去
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
鍾
ほ
色
界
の
牽
く
と
こ
ろ
と
為
る
」
と
い
う
。
酔
後
の
楽
し
み
を
た
た
え
る
本
条
の

い
っ
そ
う
親
密
疫
を
加
え
た
こ
ろ
の

J
m中
集
』
(
『
翻
自
唱
和
集
h

巻
五
部
分
)
の

175 

の
「
劉
白
唱
和

よ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
特
に
詑
閉
ざ
れ
よ
う
。
厳
論
文
は
、
大
和
三
年た
ず

一
三
八
首
以
外
の
、
「
輿
に
乗
じ
酔
与
に
扶
け
ち
れ
て
、
率
然
と
し
て
ロ
号
せ
し
者
い
の
う

九
)
一
ニ
ロ
け
に
成

集
の
解

に
克
え
る
、
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ち
の
一
麓
か
、
と
推
挺
す
る
。
こ
の
場
合
、
問
歳
以
前
と
な
り
、
や
や
阜
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。

• 3782 

一
秋
の
別
恨

っ
て
妓
女
に
揺
れ

一
話
会
え
な
け
れ
ば
一
一
一
秋
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
、

つ
ら

い
別
れ
の
悲
し
み
が
、
急
の
心
の
中
に
ど
っ
と
押
し
寄
せ
、
わ
ず
か
一
晩
の
、
あ
の
逢
濃
の
歓
び
は
、
す
で
に
は
か
な
い
夢
の
中
の
で
き

ご
と
の
よ
う
で
す
。

。
〔
語
釈
〕
[
行
額
〕
未
詳
。
「
行
巻
」
の
類
語
で
、
書
簡
を
送
る
意
か
。
〔
鉛
〕
幼
女
、
天
女
。
唐
代
で
は
、
艶
冶
な
婦
人
、
美
女
、
妓

女
や
女
道
土
な
ど
を
、
「
鉛
」
「
神
伯
」
と
呼
ん
だ
。
中
唐
の
施
肩
吾
に
「
位
子
に
贈
る
」
詩
が
あ
る
。
ま
た
『
遊
伯
窟
』
の
位
も
需
額
。

こ
こ
は
、
あ
で
や
か
な
妓
女
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ロ
ニ
秋
別
捜
〕
『
詩
経
』
王
愚
「
采
葛
」
の
、
「
一
目
見
、
ざ
れ
ば
、
三
秋
の
揺
し
」

を
踏
ま
え
た
表
現
。
三
秋
は
、
一
一
一
つ
の
秋
、
す
な
わ
ち
九
ヶ
月
。
『
毛
詩
正
義
』
巻
田
に
、
「
一
一
一
秋
は
九
月
を
謂
ふ
な
れ
ソ
」
と
あ
る
。
期
最

〔
費
〕
ひ
と
所
に
寄
り
集
ま
る
。
群
が
り
集
ま
る
。
鎌
倉

の
恨
は
、
心
の
中
に
し
こ
ち
が
強
る
よ
う
な
、
深
い
暁
き
、
無
念
な
患
い
。

期
古
紗
本
・

は
「
ア
ツ
マ
レ
リ
い
の
傍
訓
を
付
す
。

の
歓
ぴ
、

の
楽
し
み
。

の

「
神
女
の
賦
い
に
、

と
あ
る
。

の

も
、
関
側
で
あ
る
。

「
自
/
行
簡
別
仙
詞
」
は
、
本
来
「
白
行
関
/
思
佑
謂
」
と
あ
る
べ
き
も
の

た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
艶
治
な
「
天
地
陰
陽
交
歓
大
楽
賦
」
の
作
者
と
伝
え
る
'
臼
題
易
の
弟
、
白
行
簡
の
「
期
拙
語
」

う

た

う

た

(
仙
に
別
る
る
謂
)
の
逸
母
、
と
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
白
行
簡
が
艶
麗
な
妓
女
(
女
道
士
〉
と
別
れ
る
歌
謡
と
な
り
、
「
行
簡
」
の
二
字
の

解
釈
が
き
わ
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。
筆
者
は
、
し
ば
ら
く
白
居
易
の
逸
句
と
見
な
し
て
お
く
が
、
彼
の
弟
、
「
白
行
簡
の
作
で
は
な
い

O 

の
過
程
で
誤
つ



か
と
い
う
不
安
も
る
る
い
〈
花
房
本
ニ
七
回
一
員
)
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
ち
な
み
に
、
陳
『
続
拾
h

辻
、
自
居
易
の
条
に
も
、
ま
た
自

行
簡
の
条
に
も
、
本
条
を
収
め
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
特
断
に
迷
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

{
・
服
警
内
錫
「
九
日
登
高
」
「
今
日
望
郷
護
純
一
所
、
猿
聾
暮
雨
一
時
来
い
〕

「
別
離
部
・
旅
欝
」
所
収
。
。
〔
校
一
語
〕
本
条
の
二
行
小
字
注
に
は
、
「
白
/
題
新
澗
亭
い
と
あ
る
が
、
謙
倉
期
古
捗
本
・
松
平
文
庫

本
・
内
関
文
庫
申
本
・
乙
本
・
金
子
校
定
本
等
に
は
、
い
ず
れ
も
『
劉
再
錫
イ
」
ご
冗
自
登
高
イ
」
の
小
字
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
異
本

r千載佳匂』所収自題易詩逸匂考{下)

に
見
え
る
作
者
の
問
題
に
関
し
て
、
金
子
校
定
本
は
、
ョ
題
新
潤
事
、
兼
酬
寄
朝
中
親
故
見
贈
』
と
い
う
詩
題
は
あ
れ
ど
、
比
の
詩
'
切
な

し
。
併
し
劉
再
揚
の
搾
中
に
も
見
え
な
い
の
で
、
こ
れ
を
自
詩
と
克
散
す
」
と
述
べ
て
い
る
〈
割
注
〉
。
し
か
し
こ
の
金
子
説
は
、
「
新
潤
亭
」

た
に

に
つ
い
て
の
考
察
を
怠
っ
た
誤
ち
で
あ
ろ
う
。
「
新
潤
の
事
」
〈
新
た
に
関
撃
し
た
潤
に
賎
め
る
亭
〔
小
建
築
物
〕
の
意
)
と
は
、
東
都
洛
陽
の

(

引

が

〉

(

泣

)

、

3

農
道
虫
、
'
日
間
賠
易
の
邸
宅
内
に
あ
っ
た
£
…
昇
中
」
の
別
利
で
あ
る
。
こ
の
亭
に
関
し
て
白
屑
易
は
川
崎
「
新
瀧
の
亭
」
(
会
昌
一
元
年
〔
八
四
一
〕
、

na--u 

A
吟

苅
接
、
格
陽
自
宅
で
の
待
)
、
お
よ
び
前
謁
の
臼
吋
新
潤
亭
に
題
し
、
兼
ね
て
朝
中
の
親
故
(
朝
廷
内
の
親
戚
・
友
人
〉
の
贈
ち
れ
し
に
酬
寄

っ.M

す
」
〈
翌
会
昌
二
年
、
落
陽
自
窓
で
の
作
)
の
こ
詩
を
作
っ
て
い
る
。
仮
に
本
条
の
逸
匂
が
自
居
易
岳
身
の
作
で
あ
り
、
し
か
も
「
同
時
開
地

の
作
で
あ
る
は
ず
だ
」
(
厳
論
文
〉
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
切
実
な
望
郷
の
思
い
は
生
ま
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
晩
年
約

二
十
年
住
ん
で
、
み
ず
か
ら
終
者
の
地
と
克
徹
し
た
麗
遊
里
の
自
宅
内
で
の
作
で
あ
る
か
ら
・
:
。
こ
の
た
め
単
純
記
「
盟
議
錫
の
現
帯
詩

句
中
に
見
え
て
ゐ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
白
詩
と
見
倣
し
て
お
く
い
(
金
子
本
四
四

と
に
な
ろ
う
。
厳
論
文
自
体
も
、
た
ま
た
ま
自
詩
中
に
「
新
澗
亭
」
を
詠
み
込
ん
だ
ニ
詩
が
あ
る
こ
と
に
気
を
と
ら
れ
、
新
澗
事
の
所
在

地
、
お
よ
び
そ
れ
を
詠
ん
だ
二
詩
の
作
成
年
代
を
充
分
考
察
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
逸
匂
が
由
詩
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
気
づ
か

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

貰
〉
と
考
え
る
金
子
説
は
、
当
然
再
考
を
迫
ら
れ
る
こ

177 

こ
の
逸
旬
の
場
合
、
作
者
名
を
劉
謁
錫
と
す
る
削
勲
本
の
穿
症
に
詑
閉
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
異
本
の
詩
題

の
元
は
九
の
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移
設
、
と
考
え
て
よ
い
。
震
代
、
登
高
の
行
事
は
、
一
口
月
七
日
の
入
日
節
と
九
月
九
日
の
重
楊
節
の
と
き
に
行
わ
れ
た
が
、

(
怨
}

う
が
接
ん
で
あ
り
、
し
か
も
テ
キ
ス
ト
の
流
布
の
過
程
で
、
「
九
」
の
字
は
時
に
「
元
」
字
に
誤
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
劉
盟
問
錫
に
は
、

日
登
高
」
詩
(
五
絶
)
一
言
も
環
害
す
る
。
ま
た
下
旬
の
長
江
流
域
系
の
詩
材
「
猿
声
」
と
、
基
山
の
雲
一
雨
伝
説
へ
の
連
想
を
持
つ
「
暮
爵
工
後

に
よ
れ
ば
、
長
江
三
般
の
入
口
〈
癌
端
)
に
役
軍
す
る
豪
州
(
重
慶
市
奉
先
果
)
で
の
作
で
あ
ろ
う
。
劉
百
四
錫
拭
謬
宗
の

の
ほ

の

難
州
刺
史
と
な
り
、
翌
年
の
正
丹
ニ
日
、
当
地
に
藩
証
し
た
。
そ
し
て
長
慶
四
年
(
八
二
密
)
、
日

〈

M
V

歳
の
晩
一
度
中
ハ
丹
、
和
耕
新
史
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
捜
州
刺
史
主
任
中
の
作
と
す
れ
ば
、
長
捷
ニ
Ft・-J
一

一

作

者

/¥ 

、-"、

日

1
臼
歳
の
作
と
な
ろ
う
。
当
時
の
作
者
は
、

(
拐
}

境
遇
下
に
あ
っ
た
。

の
挫
折
さ

以
降
の
、

の

O
[訓
読
〕

「九

E
登
高
」
「
今
日

郷
を
望
め
ば

経
一
併
に
迷
ひ
、
猿
声

暮
隠

一
時
に
来
る
」

。
門
通
釈
]

「
九
月
九
語
、
ふ

高
い
と
こ
ろ
に
登
る
」
「
重
陽
節
の
今
日
、
小
高
い
と
こ
ろ
か
ら
故
郷
の
ほ
う
を
眺
め
や
れ
ば
、
(
あ
ま
り
に
も
遠
く
て
)
そ
の
場
所
さ
え
も

見
定
め
が
た
い
。
許
し
も
哀
切
な
猿
の
鳴
き
声
、
亙
山
の
神
女
を
し
の
ば
せ
る
夕
暮
れ
持
の
冷
た
い
一
雨
が
、

一
緒
に
合
わ
さ
っ
て
わ
が
穿

〈
探
い
悲
し
み
を
誘
う
の
だ
ご

O 

ーミ

っ
て
、

}ムコ

の
政

処
所
]

劉
高
錫
は
、
江
書
(
蘇
州
嘉
興
県
?
)
に
生
ま
れ
、
江
需
で
成
長
し
た
。
た
だ
し
彼
の
本
籍

治
に
参
与
し
た
い
と
額
う
詩
人
た
ち
は
、
都
長
安
を
、
み
、
す
か
ら
住
む
べ
き
「
故
鄭
」
と
意
識
す
る
こ
と
が
多
い
。
不
濯
な
左
遷
下

ιあ

る
と
認
識
す
る
作
者
覇
市
内
錫
に
あ
っ
て
は
、
本
条
の
故
郷
も
、
栄
光
あ
る
官
途
に
進
め
る
蔀
長
安
を
指
し
て
い
る
可
能
生
が
高
い
。
[
迷

所
在
や
金
量
を
見
失
う
。
場
所
が
は
っ
き
ち
し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
故
郷
の
方
角
す
ら
明
擦
に
定
め
が
た
い
こ
と
を
い
う
。
覇

う
た

の
吟
」
に
は
、
体
の
小
さ
な
モ
ズ
が
在
彰
に
隠
れ
て
、
そ
の
居
場
所
さ
え
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
、
「
花
枝

円。
内

44
 

A
U
 

に
溝
ち
て

補問錫
処
所
に
迷
ふ
い

て、

旅
中
の
伶
〉
に
も
、
「
故



圏

加
泊
所
に
漣
ふ
、

お
も

一
た
び
念
へ
ば
(
望
め
ば
i
異
文
〉

長
江
の
難
所
と
知
ら
れ
る
一
一
一
峡
地
帯

白
頭
た
る
柑
惜
し
い
と
為
る
。

〔
議
声
〕

f千載佳匂』所i設自題易詩逸匂考(下)

は
、
野
援
の
生
患
地
と
し
て
知
ら
れ
(
峡
猿
て
そ
の
鳴
き
声
は
、
舟
旅
に
苦
し
む
旅
人
の
望
郷
の
思
い
を
か
き
立
て
る
、
表
切
・
清
速
な

(
訂
)

ひ
び
き
で
為
っ
た
。
同
じ
墾
州
の
地
で
作
ら
れ
た
社
南
の
名
作
「
登
高
」
(
麓
楊
鮪
の
存
〉
に
、
「
愚
急
に
天
高
く
し
て
譲
蟻
き
表
し
む
」

と
あ
る
。
ま
た
劉
謁
錫
が
襲
州
で
作
っ
た
「
竹
枝
詞
九
首
」
其
八
に
、
「
一
品
峡
蒼
蒼
趨
爵
時
、
補
議
時
在
最
高
技
」
と
あ
り
、
「
始
歪
霊
安

〈
費
艇
の
郡
名
)
:
・
」
詩
に
、
「
暮
色
四
山
起
、
怒
猿
敷
躍
聾
」
と
あ
る
。
〔
暮
雨
〕
宋
玉
の
「
高
麿
の
賦
」
序
〈
吋
文
選
』
巻
山
)
に
基
づ

く
、
「
一
品
山
の
雲
雨
」
信
説
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
言
葉
。
夢
の
中
で
契
っ
た
一
品
山
の
神
女
は
、
楚
の
先
王
〈
壊
五
〔
襲
王
〕
)
と
知
れ
る
と
き
、

あ

し

た

く

れ

ま

ち

J
M一
ιは
朝
雲
と
為
り
、
暮
む
は
行
雨
(
還
り
雨
)
と
為
り
、
韓
朝
暮
暮
陽
台
の
下
に
あ
れ
ソ
」
と
い
っ
た
。
ち
な
み
に
饗
州
の
域
が
臨
む

{お〉

襲
塘
峡
は
、
・
広
義
の
翠
峡
の
中
に
入
り
、
こ
の
典
故
の
利
用
は
、
地
理
的
に
も
矛
麗
は
な
い
。
饗
州
で
作
ち
れ
た
翻
謁
錫
の
「
楊
柳
校
関

ニ
嘗
」
其
二
に
、
「
一
品
峡
紙
一
山
場
排
多
、
朝
雲
暮
雨
連
指
和
」
と
あ
る
。
〔
一
時
〕
一
斉
に
合
わ
さ
っ
て
、
う
ち
そ
ろ
っ
て
。

。
〔
備
考
〕
花
一
鹿
本
・
朱
『
議
校
』
・
陳
吋
続
拾
』
は
、
い
ず
れ
も
自
岩
易
の
逸
匂
と
し
て
収
め
る
が
、
今
後
は
劉
呉
錫
詩
の
逸
匂
と
見
な
し
、

詩
題
も
「
九
日
登
高
」
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-
捌
「
盟
関
土
」
「
御
風
藤
砂
多
無
伴
、
入
怠
蓮
池
不
乱
群
」

「
穏
逸
部
・
臨
土
」
所
寂
。
。
[
校
一
議
〕
繰
砂
の
諜
字
、
花
一
廃
(
官
金
子
〉
本
・
朱
吋
護
校
そ
棟
『
続
拾
』
は
、
い
ず
れ
も
「
煙
」

芋
に
作
る
が
、
鎮
の
形
説
。
こ
こ
で
泣
鎌
倉
期
古
紗
本
・
松
平
文
庫
本
・
内
関
文
産
申
本
・
乙
本
に
従
う
。
陳

3
杭
拾
』
の
み
、
砂
字
に

の
ひ
ょ
-
-
ヲ
び
子
一
ヲ
と
も
が
ら

対
し
て
、
「
瀞
」
の
異
文
を
注
記
す
る
。
二
宇
は
膏
遇
。
。
〔
融
読
〕
「
隠
士
に
贈
る
」
「
風
に
御
り
て
繰
砂
多
く
伴
無
く
、
鳥
に
入

り
て
産
地
群
れ
を
乱
さ
ず
」

O
〔
遥
釈
〕
「
隠
者
に
贈
る
」
「
(
あ
な
た
は
〉
風
に
乗
っ
て
、
天
空
そ
ふ
わ
ふ
わ
と
た
だ
よ
い
、
ほ
と
ん

ど
伴
も
つ
れ
ず
に
出
か
け
る
。
(
ま
た
時
に
は
群
れ
を
作
っ
て
大
空
を
飛
ぶ
)
鳥
た
ち
の
中
に
入
っ
て
、
(
ま
る
で
鳥
の
よ
う
仁
)
手
足
を
交
互
に
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動
か
し
て
軽
や
か
に
飛
び
ゆ
き
、
鳥
た
ち
も
ま
た
恐
れ
て
群
れ
を
乱
す
こ
と
が
な
い
J
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O
[語
釈
]

[
贈
隠
士
]

贈
は
、
本
詩
を
直
接
、
目
の
前
の
相
手
に
贈
呈
す
る
意
。
ま
た
こ
の
隠
士
は
、
山
中
に
住
ん
で
、
不
老
長
生

句)。
と
飛
朔
の
術
を
修
め
た
仙
人
・
道
士
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
逸
句
は
、
そ
の
う
ち
の
天
空
を
飛
開
閉
す
る
能
力
を
歌
う
部
分
で
あ
ろ
う
(
対

[
御
風
]
風
に
乗
っ
て
飛
ぶ
。
『
荘
子
』
遁
遥
遊
篇
に
、
「
夫
れ
列
子
は
風
に
御
り
て
行
き
、
冷
然
と
し
て
(
軽
や
か
な
さ
ま
)
善
き
な
り
」

軽
や
か
に
挙
が
る
さ
ま
。
風
に
乗
っ
て
瓢
揚
す
る
さ
ま
。
遠
く
遥
か
で
か
す
む
さ
ま
。
「
繰
紗
」
「
標
秒
」
と
も
書

円

U

く
。
畳
韻
の
形
容
語
。
白
詩
国
「
李
夫
人
」
(
新
楽
府
、
元
和
四
年
、
お
歳
、
都
長
安
で
の
作
)
に
は
、
訪
れ
た
彼
女
(
の
魂
)
が
、
ふ
わ
り
ふ

nu 

q
J
 

わ
り
と
漂
い
つ
つ
消
え
去
る
さ
ま
を
、
「
標
紗
悠
揚
と
し
て
還
た
滅
え
去
る
」
と
歌
う
。
ま
た
白
詩
引
「
江
楼
宴
別
」
に
は
、
妓
女

円

U

の
薄
絹
の
衣
を
、
風
が
軽
や
か
に
吹
き
な
び
か
す
さ
ま
を
、
「
標
紗
楚
風
羅
縞
薄
し
」
と
詠
む
。
標
砂
の
語
は
、
古
く
は
西
晋
の
木

華
「
海
の
賦
」
に
「
群
仙
練
砂
と
し
て
、
玉
を
清
涯
に
餐
ふ
」
と
見
え
る
。

と
あ
る
。

[
標
砂
]

[
伴
]
松
平
文
庫
本
・
内
閣
文
庫
甲
本
に
は
、
「
ト
モ
カ
ラ
」

の
傍
訓
を
付
す
。

〔
入
鳥
・
・
・
不
乱
群
〕

こ
の
句
は
、
『
荘
子
』
山
木
篇
に
見
え
る
話
|
|
不
死
の
道
を
説
か
れ
た
孔
子
が
、
大
き
な

沢
の
ほ
と
り
に
隠
れ
住
ん
で
虚
心
無
欲
と
な
っ
た
結
果
、
「
入
獣
不
乱
群
、

入
鳥
不
乱
行
(
獣
に
入
る
も
[
獣
は
恐
れ
な
い
た
め
]
群
を
乱

さ
ず
、
鳥
に
入
る
も
行
を
乱
さ
ず
)
」

の
境
地
に
達
し
た
、

と
す
る
表
現
を
踏
ま
え
る
。

[
差
池
]

鳥
が
翼
を
広
げ
て
、

ひ
ら
ひ
ら
と
上

は

い

え

ん

え

ん

下
に
(
互
い
違
い
に
)
動
か
し
な
が
ら
飛
ぶ
さ
ま
。
燕
や
雁
な
ど
が
上
下
し
て
飛
び
動
く
さ
ま
。
畳
韻
の
形
容
語
。
『
詩
経
』
榔
風
「
燕
燕
(
二

(
担
)

字
で
つ
ば
め
)
」
に
「
燕
燕
子
に
飛
び
、
其
の
羽
を
差
池
に
す
」
と
歌
わ
れ
て
以
来
、
六
朝
詩
に
散
見
す
る
。
そ
の
鄭
筆
に
「
其
の
羽
を
差

池
に
す
と
は
、
其
の
尾
翼
を
張
錦
則
す
る
を
謂
ひ
て
」
云
々
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
天
空
を
飛
期
す
る
神
仙
は
、
羽
客
・
羽
人
と
も
呼
ば
れ

る
。
鳥
の
羽
の
衣
を
着
る
と
も
、
体
に
羽
毛
を
生
ず
る
ゆ
え
の
呼
称
と
も
伝
え
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
逸
句
も
、

そ
う
し
た
呼
称
を
踏
ま

え
た
表
現
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

F 
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注
I

『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
二
号
(
勉
誠
出
版
、
二

O
O
一
年
)
に
収
め
る
拙
稿
『
『
千
載
佳
句
』
所
収
白
居
易
詩
逸
句
考
(
上
ご
を
指
す
。

2

『
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
』
文
学
篇
幻
、
漢
詩
文
(
臨
川
書
庖
、
二

O
O
一
年
)
所
収
の
影
印
本
に
よ
る
。
こ
の
鎌
倉
期
古

紗
本
二
帖
を
、
前
稿
で
「
田
中
家
旧
蔵
」
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
中
山
忠
敬
旧
蔵
の
誤
り
。
後
藤
昭
雄
の
解
題
参
照
。
臨
川
書
庖
刊
行
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
(
内
容
見
本
)
に
よ
っ
て
誤
る
。

3

宋
玉
の
「
神
女
の
賦
」
に
「
温
潤
之
玉
顔
」
と
あ
る
。

4

佐
久
節
『
白
楽
天
詩
後
集
』
巻
3
、
村
上
哲
見
『
李
短
』
(
岩
波
書
庖
、
一
九
五
九
年
)
、
黄
進
徳
『
唐
五
代
調
選
集
』
(
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
九
三
年
)
な
ど
。

5

白
居
易
は
元
和
十
四
年
、
必
歳
の
時
、
忠
州
で
「
木
蓮
花
の
図
を
画
き
、
元
郎
中
(
宗
簡
)
に
寄
す
」
詩
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。

6

金
子
本
は
、
「
松
風
砕
き
助
け
て
潮
声
急
な
り
、
竹
露
零
れ
添
ひ
て
澗
水
流
る
」
と
訓
む
。
零
は
「
コ
ポ
」
れ
、
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
訓
読
は
、
「
砕
」
を
他
動
調
と
見
な
す
が
、
こ
こ
で
は
下
旬
の
対
「
零
」
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
、
松
風
そ
れ
自
体
が
「
砕
け
る
」
(
自
動
詞
)

と
理
解
し
た
い
。
ち
な
み
に
鎌
倉
期
古
紗
本
・
松
平
文
庫
本
な
ど
も
、
「
砕
キ
」
と
訓
む
。

7

拙
著
『
麿
詩
の
風
景
』
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
九
年
)
杭
州
の
条
参
照
。

8

白
詩
「
郡
亭
」

(
O三
五
八
)
参
照
。

9

拙
著
『
唐
詩
の
風
景
』
杭
州
の
条
や
、
松
浦
友
久
編
『
漢
詩
の
事
典
』
(
大
修
館
書
底
、
一
九
九
九
年
)
四
四
四
頁
以
下
参
照
。

叩
拙
著
『
唐
詩
の
風
景
』
杭
州
の
条
参
照
。

日
漢
詩
の
事
典
』
五
二
六
頁
以
下
参
照
。

ロ
『
漢
詩
の
事
典
』
五
三
二
頁
以
下
参
照
。

日
金
子
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
遠
く
に
帰
る
」
「
斜
に
去
る
」
と
訓
む
が
、
従
わ
な
い
。

凶
『
大
清
(
嘉
慶
重
修
)
一
統
志
』
巻
二
八
三
、
杭
州
府
の
条
に
も
、
ほ
ぽ
同
様
に
見
え
る
。

日
楊
軍
『
元
積
集
編
年
筆
注
』
(
三
秦
出
版
社
、
二

O
O二
年
)
に
よ
る
。

日
直
論
「
奉
和
李
舎
人
昆
季
詠
攻
魂
花
・
:
」
詩
参
照
。

口
ト
ン
ボ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
田
口
暢
穂
「
劉
再
錫
の
『
和
楽
天
、
春
詞
』
を
め
ぐ
っ
て

l
l鯖
艇
飛
上
玉
掻
頭
」
(
『
新
し
い
漢
文
教
室
』

第
十
二
号
、
一
九
九
一
年
)
参
照
。

日
五
代
の
張
泌
「
江
城
子
二
首
」
其
二
の
、
「
緑
雲
高
縮
、
金
銭
小
崎
艇
」
も
、
ト
ン
ボ
の
か
ん
ざ
し
で
あ
ろ
う
(
『
花
間
集
』
巻
五
)
。

げ
初
唐
の
李
幡
「
雑
詠
百
二
十
首
」
其
四
七
、
鴛
の
条
に
『
遷
喬
若
可
翼
、
幽
谷
響
還
通
」
と
あ
る
。
渡
辺
秀
夫
『
詩
歌
の
森
|
|
日
本
語
の

イ
メ
ー
ジ
』
(
大
修
館
書
庖
、
一
九
九
五
年
)
参
照
。
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中
晩
農
の
強
…
結
「
事
」
詩
に
も
、
そ
の
畜
色
を
い
哨
技
議
来
灘
」
と
い
う
。

金
子
本
四
四
一
一
一
翼
の
訓
点
に
よ
れ
ば
、
「
夢
得
と
同
に
(
同
じ
く
ご
と
訓
む
よ
う
で
あ
る
が
、
繋
陪
で
き
な
い
。

構
英
範
『
劉
自
唱
和
詩
研
究
序
説
』
(
京
農
大
学
文
学
部
紀
要
、
第
五
五
巻
特
輯
号
一
一
一
、
一
九
九
五
年
)
参
態
。

立
期
間
詩
の
事
典
』
三
八
六
夏
以
下
参
照
。

朱
吋
議
校
』
巻
話
、
「
新
潤
亭
」
詩
の
鶏
〈
ニ
四
盟
六
頁
)
参
照
。

九
が
一
元
に
誤
っ
た
ケ
i
ス
に
つ
い
て
は
、
管
錫
欝
吋
校
勘
学
』
(
安
徽
教
帯
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
に
収
め
る
「
形
近
易
説
字
表
い
な
ど
参
照
。

擁
聯
議
「
劉
夢
毎
年
譜
」
〈
間
吋
藤
代
詩
文
六
家
年
譜
恥
学
海
出
版
社
、
一
九
八
六
年
所
収
)
な
ど
参
顛
。

宝
麿
二
年
〈
八
二
六
)
の
冬
に
成
る
劉
持
「
醗
楽
天
揚
掛
初
逸
席
上
克
贈
」
な
ど
参
照
。

下
孝
萱
・
下
敬
ぷ
鮒
鴎
錫
評
缶
』
(
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
〉
な
ど
参
類
。

拙
著
『
膳
詩
歳
時
記
』
ニ
九
蕊
貰
以
下
参
照
。

2
撰
詩
の
事
典
』
四
九

O
夏
以
下
容
類
。

王
云
路
尋
問
競
六
朝
詩
歌
語
言
論
穣
恥
〈
陳
四
人
民
教
育
出
甑
社
、

九
九
七
年
)
二
六
五
葉
以
下
参
黙
。

{
話
一
橋
の
補
訂
〕

-m「関
委
李
二
舎
人
程
網
開
」

名
に
つ
い
て
、
前
穣
で
は

帯
四
五

詩
露
中
の
襲
字
、
鎌
倉
顛
古
紗
本
に
も
、
ま
し
く
諜
記
誇
る
。
ま
た
詩
題
中
の
「
諜
李
二
舎
人
」
の

の
名
誌
未
詳
」
と
し
た
が
、
陳
賠
鍬
主
繕
吋
増
訂
注
釈
全
庸
詩
恥
(
文
化
芸
議
出
版
社
、

一O
O
一
年
)

係
を
持
つ
挑
合
の
「
李
十
一
に
は
、
費
葉
と
李
描
棋
を
揺
し
、
開
成
年
開
会
一
八
六

1
八
四

O
)
の
作
と
す
る
。
こ
れ
は
、
畠
居
嘉
と
交
友
関

、
・
護
西
二
舎
人
爵
韓
者
が
、
自
少
得
の
寄
せ
ら
る
る
に
酬
ゆ
る
に
和
す
」
(
「
寝
蓑
李
一
一
命
入
醗
白
少
簿
晃
寄
」

と
も
題
す
る
〉
詩
に
着
目
し
た
結
果
で
あ
る
。
競
合
の
詩
中
に
は
、
李
と
蓑
の
二
人
が
同
時
に
中
室
開
舎
人
〈
知
制
撤
を
含
む
)
に
任
命
さ
れ

た
こ
と
を
、
「
論
闇
に
命
を
井
ぶ
る
は

誠
に
笈
し
く
賀
す
べ
し
」
と
い
う
。
ま
た
詩
題
中
の

と
は
、
も
ち
ろ
ん
大
和
九
年
(
八
三
五
)

十
月
、
太
子
少
縛
分
司
と
な
っ
た
白
眉
易
を
指
す
〈
会
議
元
年
〔
八
陸
一
〕

問
書
巻
西
九

O
に
誌
、
了
唐
晦
『
重
諺
承
国
間
学
士
壁
記
』
に



J 

よ
っ
て
、
開
成
五
年
(
八
四
O
)
六
月
、
表
素
が
中
書
舎
人
と
な
り
、
李
褒
が
同
時
(
同
じ
月
に
)
庫
部
郎
中
・
知
制
詰
と
な
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、
詩
は
開
成
五
年
の
作
と
す
る
(
陶
敏
・
湯
麗
偉
執
筆
)
。
挑
合
詩
の
人
名
の
比
定
自
体
は
、
す
で
に
陶
敏
『
全
唐
詩
人
名
考
証
』
(
侠

西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
)
に
も
見
え
て
い
る
。
ま
た
『
重
修
承
旨
学
士
壁
記
』
に
つ
い
て
は
、
与
仲
勉
『
郎
官
石
柱
題
名
新
考
訂
(
外

三
種
)
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
四
年
)
に
収
め
る
「
翰
林
学
士
壁
記
注
補
九
」
も
参
考
に
な
る
。

斐
素
と
李
褒
の
二
人
を
指
す
と
す
る
朱
茂
漢
の
説
は
、
充
分
説
得
力
を
持
つ
。
た
だ
し
白
詩
の
逸
句
は
、
「
開
成
中
」
の
作
と
す
る
よ
り
も
、

開
成
五
年
の
作
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
[
備
考
]
中
の
「
作
成
年
代
未
詳
」
を
、
「
開
成
五
年
、

ω歳
の
作
」
に
訂
正
し
た
い
。

こ
の
詩
は
本
来
、
会
昌
二
年
(
八
四
二
)
に
成
る
『
白
氏
文
集
』
七
十
巻
本
に
初
め
て
収
め
ら
れ
る
は
ず
の
作
品
で
あ
る
。

前
稿
の
[
語
釈
]
に
は
、
さ
ら
に
「
論
閣
を
拝
す
」
を
、
「
見
習
い
役
『
知
制
話
』
か
ら
正
規
の
中
書
舎
人
に
昇
格
し
た
こ
と
を
い
う
ら
し
い
」

と
記
し
た
が
、
こ
れ
も
単
に
「
中
書
舎
人
(
知
制
詰
を
含
む
)
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
」
に
改
め
た
い
。

r千載佳句』所収白居易詩逸句考(下)

じ・で 3768
あ「
る辱
。牛

僕
射

札

詩
題
末
の
三
字
「
寄
懐
詩
」
は
、
松
平
文
庫
本
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
期
古
紗
本
の
文
字
も
同

-m「
辱
牛
僕
射
相
公
一
札
・
:
」

司

J

古
紗
本
で
は
、
詩
題
中
の
異
文
注
記
「
遇
物
」
が
、
「
三
篇
」
の
下
に
入
る
こ
と
を
示
す
線
が
か
す
か
に
見
え
て
い
る
。

詩
題
中
の
「
各
繕
来
意
」
の
文
字
、
鎌
倉
期
古
紗
本
も
、
「
各
」
字
を
重
複
し
な
い
。
ま
た
鎌
倉
期

(
完
)
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